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資料５　計画地土質柱状図��
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盛土。粒径不均一砂と細礫よりなるマ
サ土。表層は植生が混じる。         
砂質土主体であるが、シルトを不規則
に挟む。全体に細礫が点在、木根点在
。含水量多い。                     

径50mm大以下の亜角～亜円礫を主体と
する。                             
礫は硬質な安山岩、花崗岩および流紋
岩など。                           
マトリックスはシルト質砂。         
含水量は中位～多い。               
孔壁の崩壊が顕著。                 

細礫を多く混入するシルト。含水量中
位。                               
粒径の不均一な砂に細礫が多く混入す
る。                               
所々でシルトの薄層を挟む。         
含水量中位。                       
孔壁の崩壊が顕著。                 

風化が著しく、非常に脆い。         
岩組織は残るが、粗砂状に風化してい
る。                               
長石類のほとんどは白色粘土化してい
る。                               
黒雲母は黄金色化している。         
DL級（砂質土）岩盤。               

コアは柱状で採取される。コア肌はザ
ラザラ。                           
指圧で崩れ、硬質な鬼マサ状～岩片状
となる。                           
岩片の割れ目は黒変している。       
RQD=0%。                           
DH級（軟岩I）岩盤。                
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事 業 ・ 工 事 名                                                               

調 査 名  倉吉市営長坂新町住宅建替事業に係るPFIアドバイザリー業務委託  

北 緯   35ﾟ 25' 35.9000" 

東 経  133ﾟ 48' 52.8000" 

 西谷技術コンサルタント株式会社            山根健治          澁谷久志          藤井将嗣          栗原伸章         

試 錐 機  東邦地下工機 D-0-D             

エンジン  ヤンマー NFD-8                 ポ ン プ  ヤンマー CP35                  
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ボーリング名  BP-1                                     

発 注 機 関  倉吉市                                             

孔 口 標 高
 KBM  

 22.43m 

調 査 期 間  2022／ 8／ 8～2022／ 8／16   

調 査 位 置  倉吉市長坂新町外                                             

電 話 0858-26-2411 

調査目的及び調査対象  建築  構造物基礎                                             

 第14754号   第14486号   第10604号   第16172号  
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盛土。                             
マサ土、層相は礫混じり砂。含水量少
ない。人力掘削が容易。             
盛土。粒径の不均一な砂主体でシルト
を多く含む。木根混入。含水量多い。 
盛土。                             
粒径の不均一な砂に径5mm大前後の礫を
混入、部分的に花崗岩礫が点在する。 
含水量中位～多い。                 
全体にシルト混入。                 
孔壁の崩壊が顕著。                 
盛土。長さ20cmのコンクリート、その
上下は径50mm大程度の硬質な角礫。   
径30mm大以下の礫を主体とする。     
礫は硬質な安山岩で、花崗岩礫が混じ
る。                               
マトリックスはシルト質砂。GL-5.1～-
5.2m間はシルト優勢層を挟む。       
含水量は中位～多い。               
孔壁の崩壊が顕著。                 

粒径の不均一な砂にシルトが混入する
。局部的に径30mm大程度の亜角礫が点
在する。含水量中位～多い。         

全体に粒径の不均一な砂と細礫が混入
するシルト。含水量中位～多い。     

全体にシルトを多く混入した細砂。含
水量は中位。                       

径50mm大以下の礫を主体とする。     
礫は硬質な安山岩、花崗岩礫など。   
マトリックスはシルト質砂で、砂は粒
径不均一。                         
GL-10.1～10.2m間はシルトを挟む。   
含水量は中位～多い。               
孔壁の崩壊が顕著。                 

径5mm大前後の礫を多量に混入するシル
ト。含水量中位～多い。             
径30mm大以下の礫を主体とする。マト
リックスはシルト質砂。含水量は中位
～多い。孔壁の崩壊が顕著。         
砂の粒径は不均一であるが、概ね、粗
砂が優勢。礫は硬質な細礫。いずれも
花崗岩質。                         
孔壁の崩壊が顕著。                 

コアは柱状で採取される。コア肌はザ
ラザラ。                           
強い指圧で崩れ鬼マサ状～岩片～短柱
状となる。                         
各粒子は硬く、割れ目沿いは黒変して
いる。                             
RQD=0%。                           
DH級（軟岩I）岩盤。                

コアは短柱状で採取される。コア肌は
ややざらつく。岩片は硬質。全体に、
水平方向の割目が発達する。         
コアmax16cm、RQD=40%。CＬ級（軟岩Ｉ
）岩盤。                           
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事 業 ・ 工 事 名                                                               

調 査 名  倉吉市営長坂新町住宅建替事業に係るPFIアドバイザリー業務委託  

北 緯   35ﾟ 25' 35.4000" 

東 経  133ﾟ 48' 51.8000" 

 西谷技術コンサルタント株式会社            山根健治          澁谷久志          藤井将嗣          栗原伸章         

試 錐 機  東邦地下工機 D-0-D             

エンジン  ヤンマー NFD-8                 ポ ン プ  ヤンマー CP35                  

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ 
鉛

直

 90ﾟ

  0ﾟ方

向

 北  0ﾟ 

 270゚  90ﾟ

 西  東 

180ﾟ 南 

角

度

180ﾟ

 上 

 下 

 0ﾟ 

  90ﾟ

   0ﾟ
総 掘 進 長  16.00m 

ボーリング名  BP-2                                     

発 注 機 関  倉吉市                                             

孔 口 標 高
 KBM  

 22.90m 

調 査 期 間  2022／ 8／18～2022／ 8／23   

調 査 位 置  倉吉市長坂新町外                                             

電 話 0858-26-2411 

調査目的及び調査対象  建築  構造物基礎                                             
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